
審議会等の会議の概要の記録 

会 議 の 名 称 令和４年度 第１回甲州市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和４年９月２７日 午後３時００分から 

開 催 場 所 甲州市役所本庁舎 ２階 第１会議室 

議 題 

１ 事業計画の見直しについて 

２ 重層的支援体制整備事業について 

３ 今後のスケジュールについて 

出 席 委 員 

三森美恵子委員、三枝照子委員、金子久恵委員、廣瀬由和委員、岡

八寿江委員、岡村久美子委員、廣瀬美香委員、相澤裕美委員、宿澤

齊委員、三森公仁委員、荻原久委員（役員名簿順） 

会議の公開又は

非公開の区分 
公開 

会議を一部公開

又は非公開とし

た場合の理由 

 

傍 聴 人 の 数 ０ 人 

審 議 概 要 

 

別紙のとおり 

事務局に係る事項 
子育て・福祉推進課 ５名（武澤課長、奥山リーダー、雨宮リーダ

ー、山下部、平山） 

そ の 他 

 

 



令和４年度 第１回甲州市子ども・子育て会議 審議概要（開催日：令和４年９月２７日） 

内容 

 

１．開会 

 

２．子育て・福祉推進

課長あいさつ  

 

３．委員自己紹介 

 

４．会長、副会長の選

任 

 

 

 

 

５．議事 

（１）事業計画の見直

しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次第に基づき以下のとおり進められた。 

 

事務局（雨宮）開会 

 

〇子育て・福祉推進課長あいさつ 

 

 

○各委員自己紹介を実施。 

 

〇事務局（雨宮）会長、副会長の選任について説明。 

委員の互選により、三森公仁委員が会長に、金子久恵委員が副会長に就

任。 

 

〇三森会長あいさつ 

 

議長：三森会長 

〇事務局（奥山）事業計画の見直しについて資料に基づいて説明。 

・第２次甲州市子ども・子育て支援事業計画の概要説明。 

・中間見直しの基本指針について概要説明。 

 

○三枝委員 

 見直しの中で今後の公立保育所の在り方を検討する協議体の設置に

ついて記載するとある。先ほど私立保育園のニーズが高く、公立保育所

のニーズが低いと説明があったが、塩山はたまたま私立保育園が多く、

地域によっては、公立保育所しかないところもあるため、公立保育所も

大切にしてもらいたい。 

 

○事務局（武澤） 

 公立保育所を無くすという前提ではなく、協議体を設置して協議し、

専門家の意見を交えるなかで、方向性を見出していきたいと考えてい

る。 

 

○三枝委員 

 計画の 14 ページで甲州市の子育て環境や支援の満足度について、小

学生保護者の肯定的な回答の割合が低く、「どちらでもない」という声

の割合が高くなっているが、身の回りの支援事業を知っている保護者か

らは、甲州市の子育て支援事業は、かなり色々な支援があり、ありがた

いとの声が多くあるため、この場で伝えさせてもらう。 

 

○事務局（武澤） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）重層的支援体制

整備事業について 

 

（３）今後のスケジュ

ールについて 

 

 

６．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お褒めの言葉を頂き、ありがたい。今、話にあった子育て支援事業は、

計画の２３ページ以降に掲載されているが、今回の見直しは、今までの

実績値と今後の見込み数の更新もしていきたいと思っているので、ご承

知いただきたい。 

 

○岡委員 

 市内の子育てサロンに携わっているが、その参加者からは、甲州市は

子育てをサポートしてくれる事業が多く、ありがたいと聞いている。ま

た、それらの事業をまとめた冊子もあり、分かりやすさも良い点である

と認識している。他市からも羨ましいとの声も聴いたことがあるくらい

である。 

 

○事務局（武澤） 

 お褒めの言葉を頂き、ありがたい。今後も庁内の関係課と連携をとり、

事業を推進していきたいと思う。 

 

〇事務局（武澤）重層的支援体制整備事業について資料に基づいて説明。 

・甲州市重層的支援体制整備事業の概要について説明。 

 

○事務局（奥山）今後のスケジュールについて資料に基づいて説明。 

・計画中間見直しのスケジュールについて説明。 

・次回、会議開催時期について説明。 

 

○事務局（奥山）委員報酬について事務連絡。 

 

○その他委員からの質問等 

○廣瀬美香委員 

 保育所、保育園の入園方法が変更となり、市で割り振りを行うように

なったのか？希望する園に入園出来ないのかと不安になっている保護

者の声もある。 

 

〇事務局（奥山） 

 昨年度から希望を取り、優先順位をつけて保育が必要な家庭などに入

園が出来るよう、市で割り振りを行っている。昔は、園に決定させてい

たが、県の指導もあり、方法を変更した。現在、第４希望まで希望を取

っており、希望する園に入園が出来ている状態である。 

 

○廣瀬由和委員 

 次回の会議では、見直し素案内容の協議となっている。事前に会議資

料をいただき、確認したうえで会議に出席したい。 

 



 

 

 

 

 

 

７．閉会 

〇事務局（奥山） 

 次回から内容が濃くなってきますので、事務局でもそのようにしたい

と思います。よろしくお願いします。 

 

〇三森会長 その他なければ、これで議事を終らせていただく。 

 

〇廣瀬副会長 閉会の辞 

 


